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１．研究計画の概要 
研究目標は，本研究代表者が提案した確率 
Runge-Kutta (SRK) 族 (http://dx.doi.org/ 
10.1016/j.apnum.2006.02.002) を基に様々
な SRK 法を考察し，SRK スキームを充実さ
せることである．具体的には以下の通りであ
る． 
(1) 弱い意味の近似解を与える陰的 SRK スキ
ームの導出． 

(2) ドリフト係数についてのみ陰的あるいは
半陰的である drift-implicit SRK スキ
ームの導出． 

(3) 数値的安定性に優れた陽的 SRK スキーム
の導出． 

(4) 少ないシミュレーション回数で良い近似
を与える効率的な SRK スキームの導出． 

 
２．研究の進捗状況 
(1) Wiener 過程が 1 次元である確率微分方
程式 (SDE) に対して陰的な SRK 法を考
え，弱い意味で 2 次で，平均二乗の意味
で A-安定な SRK スキームを導出した．こ
の成果は論文で発表した．一方，Wiener 過
程が多次元である SDE に対して，弱い意
味で 2 次の SRK 法を考えると，たとえ陰
的であっても解法の段数を低くできない
ことがわかった．この為，計算コストの点
で現実的な解法は得られないだろうと判
断し，この研究はここまでで終えた． 

(2) Wiener 過程が多次元である SDE に対し
て，ドリフト係数についてのみ陰的な SRK 
法を考え，弱い意味で 1 次で，平均二乗
の意味で A-安定な SRK スキームを導出
した．一方，弱い意味で 2 次のものにつ
いては，A-安定な SRK スキームの導出に

至っていない．数式処理ソフト 
Mathematica を援用し，これまでの計算結
果を確認し終えた．現在，今後の方針を検
討中である． 

(3) 常微分方程式に対する Chebyshev 法 
(Runge-Kutta 法の一種) を拡張し，弱い
意味で 2 次の陽的 SRK スキームを導出
した．本スキームは陽的な解法であるから
計算コストが低い．その一方で，本スキー
ムは拡張された数値的安定領域を持つの
で，ドリフト係数の固有値が負の実軸周り
に分布する問題に対して効果的である．こ
れまでの研究成果を原稿にまとめ，また，
4 段の SRK 法から 104 段の SRK 法まで，
解法のパラメータ値を計算し終えた．後は
数値実験を行い，結果を原稿に付け加える
だけである．近日中に，投稿予定である． 

 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている． 
(理由) 
2. (3) で述べた SRK スキームの導出やパラ
メータ値の計算に手間取り，時間がかかり過
ぎた為． 
 
４．今後の研究の推進方策 
まず，2. (3) で述べた SRK スキームに関す
る論文を投稿し，その後，同スキームに関し
て，シミュレーション回数を減らす為の効率
的な方法を考える．また，2. (2) で述べた，
弱い意味で 2 次の A-安定な SRK スキーム
の導出に向けて，引き続き研究を行う． 
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